
ふりかえりプリント 9月第3週②
答えのらんをうしろにおってから始め、おわったら自分で丸を

つけましょう。

なまえ

A　数と計算

① 16から9を とると、 いくつですか。

答え

② 筆算でしましょう。

486＋9

答え

③ おり紙が 94まい あります。 38まい

つかうと、 のこりは 何まいですか。

答え

④ 計算をしましょう。

2×4＝ 2×8＝

B　かたち・長さ・時間

① しかくの かたちは どれですか。 記ごうで

答えましょう。

ア イ ウ

答え

② 1mは 何cmですか。

答え

③ 32dLは 何L何dLですか。

答え

④ 8時45分の 25分前は、 何時何分ですか。

答え

C　数とデータ

① 13より 1大きい 数は いくつですか。

答え

② 600は、 100が いくつですか。

答え

③ 100より 1小さい 数は いくつですか。

答え

④ すきな きょうかしらべの グラフです。

ぜんぶで 何人ですか。

すきな きょうか

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

こくご さんすう せいかつ たいいく

(人)

答え

こたえ（おもて）

A

①7

②495

③56まい

④ 2×4＝8

2×8＝16

B

①ア

②100cm

③3L2dL

④8時20分

C

①14

②6つ

③99

④25人

まちがえた問題は

消さずに、赤で書き

なおしましょう。

2年 9月3週（2）｜

①＝1年　②③＝2年　

④＝その週の新出
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まちがいを見つけたら

教えてください
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こたえ（うら）

問1　イ

問2　イ

問3　三七

問4　（れい）手を

上げて、三七の こ

たえを 正しく 言え

た。

〈〇のつけ方〉

問1〜問3は、答えと

おなじなら 〇。

問4は〈正しく 言えた〉

が 書けて いれば 〇。
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2年　物語文
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た
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4

）
つ
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、
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ど
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ま
し
た
か
。

書
き
ま
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ょ
う
。

書
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き
の
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イ
ン
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。
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で
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せ
る
。

い

「
手
を

 

上
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」
か
ら

 

書
き

 

は
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て

 

よ
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。

て

あ

か
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だ
ん
を

 

お
ぼ
え
る

 

こ
ろ
、

ぼ

さ
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く
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何
ど
も

 

つ
ま
ず
き
ま
し
た
。

な
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三

七

 

二
十
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が
、
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う
し
て
も

 

出
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さ
ん
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ち
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い
ち
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。

う
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で
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。

」
と

 

言
い
ま
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た
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三

、

六

、

九
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十
二
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十
五
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さ
ん

ろ
く

き
ゅ

う

じ
ゅ

う
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た
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け
ざ
ん
は
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同
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か
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お
な
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た
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と
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。

」
お
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あ
ち
ゃ
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そ
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い
ま
し
た
。
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、
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じ
め
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か
っ
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気
が

 

し
ま
し
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。
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ん
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。
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げ
ま
し
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。

声
が

 

少
し

 

ふ
る
え
ま
し

こ
え

す
こ

た
が
、

正
し
く

 

言
え
ま
し
た
。

た
だ

い


